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６
月
定
例
会

　

第
２
回
定
例
会
が
、
６
月
10
日
か
ら
18
日
ま
で
の

９
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
や
税

条
例
の
改
正
等
の
議
案
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。
ま

た
、
一
般
質
問
で
は
、
10
名
が
12
項
目
に
つ
い
て
理
事

者
の
考
え
を
た
だ
し
ま
し
た
。

たのしく食べて楽しく知る
（食のモデル地域実行協議会）

税
条
例
を
改
正

現
所
有
者
の
申
告
義
務
化

新 

道
の
駅

工
事
請
負
契
約
を
可
決

農
業
委
員

19
名
の
任
命
に
同
意

決
ま
っ
た

主
な
内
容

　

議
案
の
審
議
で
は
、
地

方
税
法
の
改
正
に
伴
う
税

条
例
等
の
一
部
改
正
や
、

柏
寿
台
町
有
地
の
財
産
の

処
分
に
つ
い
て
原
案
ど
お

り
可
決
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
各
会
計
補

正
予
算
、
工
事
請
負
契
約

の
締
結
や
農
業
委
員
会
委

員
の
任
命
同
意
な
ど
、
町

か
ら
提
出
の
あ
っ
た
全
て

の
議
案
に
つ
い
て
原
案
ど

お
り
可
決
し
た
。

　

第
１
回
定
例
会
で
総
務

文
教
常
任
委
員
会
（
坂
本

夏
樹
委
員
長
）
に
付
託
さ

れ
た
「
音
更
町
開
町
１
２

０
年
記
念
事
業
に
お
い
て

町
の
鳥
と
し
て
カ
ワ
ア
イ

サ
（
河
秋
沙
）
の
制
定
を

求
め
る
陳
情
」
は
、
一
部

採
択
。
ま
た
、
定
例
会
初

日
に
経
済
建
設
常
任
委
員

会
（
堀
江
美
夫
委
員
長
）

に
付
託
さ
れ
た
「
農
業
者

の
自
家
増
殖
を
原
則
禁
止

と
す
る
種
苗
法
改
定
に
反

対
す
る
陳
情
」
は
継
続
審

査
と
の
委
員
長
報
告
が
あ

っ
た
。
議
員
提
案
に
よ
る

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
に
関
す
る
要

望
意
見
書
」
を
原
案
ど
お

り
可
決
し
、
関
係
機
関
へ

送
付
し
た
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
整
備

児
童
生
徒
１
人
１
台

　

登
記
簿
上
の
所
有
者
が

死
亡
し
た
場
合
、
現
所
有

者
（
相
続
人
等
）
は
自
分

が
所
有
者
で
あ
る
と
知
っ

た
日
か
ら
３
か
月
を
経
過

し
た
日
ま
で
に
、
自
分
の

住
所
・
氏
名
等
に
つ
い
て

町
長
に
申
告
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
す
る
な
ど
の

音
更
町
税
条
例
等
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
案
を
可

決
し
た
。

　

町
内
小
中
学
校
の
児
童

生
徒
及
び
教
職
員
が
使
用

す
る
４
３
０
０
台
の
購
入

費
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
設

定
等
業
務
委
託
料
、
Ｇ
Ｉ

Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
タ

ー
業
務
委
託
料
な
ど
を
含

め
た
一
般
会
計
補
正
予
算

を
可
決
し
た
。

　

令
和
２
年
７
月
19
日
任

期
満
了
と
な
る
農
業
委
員

会
委
員
に
つ
い
て
19
名
を

任
命
す
る
こ
と
に
同
意
し

た
。

◎
魅
力
発
信
エ
リ
ア
・
道

の
駅
整
備
事
業
建
設
工
事

▽
契
約
の
金
額

　

11
億
７
７
９
万
６
千
８

０
０
円

▽
契
約
の
相
手
方

　

宮
坂
・
村
上
・
ジ
オ
ッ

ク
ス
特
定
建
設
工
事
共
同

企
業
体

＝ＧＩＧＡスクール構想前倒し整備へ＝
魅力発信エリア・新道の駅準備着々と
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第
２
回
臨
時
会
が
４
月

30
日
に
開
か
れ
、
音
更
町

宿
泊
施
設
事
業
継
続
支
援

給
付
金
、
音
更
町
宿
泊
助

成
事
業
、
お
と
ふ
け
飲
食

店
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
事
業

な
ど
の
一
般
会
計
補
正
予

算
を
可
決
し
た
。

　

第
３
回
臨
時
会
が
５
月

22
日
に
開
か
れ
た
。
音
更

町
中
小
企
業
者
等
事
業
継

続
支
援
給
付
金
や
小
・
中

学
校
及
び
学
童
保
育
所
の

手
洗
い
場
水
栓
改
修
工
事

を
含
む
一
般
会
計
補
正
予

算
を
可
決
し
た
。

経
済
対
策

町
内
事
業
者
を
支
援

小
中
学
校
・
学
童
保
育
所

手
洗
い
場
改
修

◆  新型コロナウイルス感染症に関する
これまでの状況及び主な対策
　開町120年記念事業、みのり～む
フェスタおとふけなどの中止又は延期
を決定した。
　感染症拡大予防の対策としては窓口
でのビニールシート設置や職員の時差及び分散出勤の
実施、「新型コロナウイルス感染症対応業務継続計
画」を策定し、限られた人員で必要な行政サービスを
継続できるよう措置している。
　町独自の対策として、町民１人当たり1,000円のクー
ポン券を交付する「飲食店応援クーポン券事業」、１
人１泊につき2,000円を助成する「宿泊助成事業」など
を実施予定である。
　教育、子育て支援関連では、就学援助と奨学資金の
支給対象を拡大、町内すべての小中学校及び学童保育
所の手洗い場に給湯するための工事に早期着手する。

◆  役場庁舎耐震改修工事及び増築工事
　庁舎北側１階及び２階部分の工事完了に伴い、全て
の部署の移動が完了。来庁者にもご利用いただける無
線インターネット接続についても５月末に運用を開
始。現在、既存棟３階の改修工事及び４階の解体工事
を行っており、本年12月に完了を予定している。

　第２回定例会初日の６月１０日、小野町長から行政報
告がありました。

行 政 報 告行 政 報 告

第
３
回
臨
時
会

第
２
回
臨
時
会

・タブレット購入費ほか
　　　（GIGAスクール構想推進事業） 2億4,400万円
・産地生産基盤パワーアップ事業補助金 2億4,253万円
・空き家購入費補助金 350万円

令和２年度 主な一般会計補正予算
（千円単位以下切り捨て）

　音更町議会では、議会活性化の取り組み
の一つとして「ナイター議会」を開きます。
　通常は平日の昼間に開催しているため、
仕事などの都合でご覧になれない方も、是
非この機会に臨場感ある一般質問の様子を、
ご覧ください。
※�議会開催時の状況により、以下の新型コ
ロナウイルス感染症対策を実施しますの
で、傍聴の際はご理解とご協力をお願い
します。
　・マスクの着用、咳エチケットの励行
　・発熱等の症状のある方の傍聴自粛
　・社会的距離を空けるための傍聴席の減
　　�（傍聴者多数の場合はロビーにてモニ
ターでご覧いただく可能性があります）

※�YouTubeで議会中継をライブ配信してい
ます。

○日時　令和２年９月14日（月曜日）
　午後６時から
　※この日は一般質問を行います。

○場所　役場２階　本会議場

「ナイター議会」「ナイター議会」
をを開きます開きます

3 令和2年（2020年）7月22日発行
おとふけ議会だより第199号



６月12日、15日、16日、10名の議員
が理事者の考えをただしました。その
内容をお知らせします。

小
野
町
長
＝
今
回
の
改
正

一
定
程
度
の
ニ
ー
ズ

位
置
付
け
検
討

農
業
者
の
懸
念
を
払
拭

　

食
育
・
地
産
地
消
促
進

小
野
町
長
＝
①
合
同
納
骨

塚
へ
の
町
民
ニ
ー
ズ
は
一

定
程
度
あ
る
も
の
と
認
識

し
て
い
る
。
一
方
、
町
が

率
先
し
て
公
設
の
合
同
納

骨
塚
を
整
備
す
る
こ
と
は
、

慎
重
に
進
め
る
べ
き
と
の

意
見
も
あ
る
②
所
管
の
委

員
会
で
「
合
同
納
骨
塚
に

関
す
る
学
習
会
」
を
開
催
、

引
き
続
き
、
そ
の
必
要
性

に
つ
い
て
所
管
の
委
員
会

と
協
議
す
る
③
町
民
の
皆

さ
ん
の
意
見
や
所
管
の
委

員
会
の
議
論
等
を
踏
ま
え
、

現
在
作
成
を
進
め
て
い
る

第
６
期
総
合
計
画
で
の
合

同
納
骨
塚
の
位
置
付
け
に

つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

質
問
＝
今
国
会
に
提
出
さ

れ
た
種
苗
法
改
正
案
で
は
、

こ
れ
ま
で
原
則
と
し
て
農

業
者
に
認
め
ら
れ
て
き
た

登
録
品
種
の
自
家
増
殖
を

一
律
禁
止
す
る
こ
と
が
盛

り
込
ま
れ
て
い
る
。
法
案

成
立
の
場
合
は
、
今
後
農

家
の
負
担
は
避
け
ら
れ
ず
、

農
と
食
の
あ
り
方
を
大
き

く
変
質
さ
せ
る
恐
れ
が
あ

る
と
考
え
る
。
種
苗
法
の

改
正
が
本
町
農
業
並
び
に

町
民
の
食
の
安
全
に
及
ぼ

す
影
響
は
。
ま
た
、
今
後

生
産
者
と
消
費
者
の
相
互

理
解
の
促
進
に
関
す
る
取

組
み
を
強
化
す
る
考
え
は
。

現
に
向
け
た
取
組
み
は
。

質
問
＝
核
家
族
化
、
少
子

化
の
進
行
、
価
値
観
の
多

様
化
に
よ
り
お
墓
に
対
す

る
考
え
方
が
変
化
し
て
き

て
い
る
。
お
墓
の
継
承
や

そ
の
維
持
に
不
安
を
抱
え

る
方
、
ま
た
経
済
的
な
理

由
で
お
墓
を
建
て
る
こ
と

が
難
し
い
方
な
ど
に
対
応

す
る
た
め
、
管
内
自
治
体

で
も
公
設
の
合
同
納
骨
塚

の
整
備
や
調
査･

研
究
が

進
ん
で
き
て
い
る
。
町
の

合
同
納
骨
塚
整
備
に
向
け

た
取
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

①
合
同
納
骨
塚
に
対
す
る

町
民
ニ
ー
ズ
は
②
住
民
意

識
の
形
成
を
得
る
た
め
の

取
組
み
は
③
町
長
公
約
実

　

合
同
納
骨
塚
の
建
設
推
進
を

　
　
町
長
の
公
約
に
基
づ
く
実
現
は

　
　
　
　
　
　
　
松
浦
　
波
雄 

議
員
（
公
正
ク
ラ
ブ
）

　

持
続
可
能
な
農
と
食
の
維
持

　
　
種
苗
法
改
正
案
の
問
題
と
影
響

　
　
　
　
　
　
　
神
長
　
基
子 

議
員
（
日
本
共
産
党
） 感染対策に配慮された役場窓口

に
は
、
生
産
コ
ス
ト
や
事

務
手
続
な
ど
の
負
担
が
増

加
し
、
営
農
に
支
障
が
生

じ
る
懸
念
が
あ
る
こ
と
は

認
識
し
て
い
る
。
消
費
者

の
疑
問
や
不
安
に
丁
寧
に

答
え
、
国
に
は
し
っ
か
り

と
し
た
説
明
を
行
っ
て
い

た
だ
き
、
農
業
者
が
混
乱

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、

懸
念
を
払
拭
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
。今
後
も
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
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おいしく育つよう１つ１つ丁寧に（ふれあい農園種まき）

マイナンバーカードの受付をする木野支所

役
場
窓
口
が
混
雑
す
る
な

ど
の
問
題
が
生
じ
て
い
る
。

窓
口
業
務
を
非
接
触
型
と

し
て
効
率
化
す
る
可
能
性

を
問
う
。
①
本
町
が
参
加

し
た
Ｒ
Ｐ
Ａ
、
Ａ
Ｉ
‐
Ｏ

Ｃ
Ｒ
実
証
実
験
を
実
装
す

る
考
え
は
②
ス
グ
レ
ス
を

活
用
し
た
Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト

ボ
ッ
ト
を
導
入
す
る
考
え

は
③
窓
口
で
発
生
す
る
支

払
い
を
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

化
す
る
考
え
は
④
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
で
の
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
の
進
展
は
⑤
テ
レ

ビ
会
議
ア
プ
リ
を
活
用
し
、

オ
ン
ラ
イ
ン
相
談
室
を
設

置
す
る
考
え
は
。

ら
れ
る
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
は
な
い
よ
う
な
寄
り
添

っ
た
対
応
を
す
る
こ
と
が

難
し
い
③
町
民
の
利
便
性

の
向
上
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止

に
も
有
効
と
認
識
④
子
育

て
関
係
の
ほ
か
、
介
護
や

被
災
者
支
援
に
関
す
る
手

続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
も
検

討
⑤
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
相

談
が
可
能
な
業
務
の
範
囲

で
実
施
は
可
能
。
今
後
も

非
接
触
型
の
窓
口
相
談
な

ど
導
入
の
可
能
性
を
研
究
。

質
問
＝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
で
、

小
野
町
長
＝
①
検
証
結
果
、

作
業
の
低
減
が
可
能
と
さ

れ
た
一
方
、
様
式
の
標
準

化
な
ど
に
課
題
②
町
民
は

手
間
や
時
間
が
か
か
ら
ず
、

職
員
の
業
務
効
率
化
も
図

非
接
触
型
窓
口
業
務

可
能
性
を
研
究

　

パ
ソ
コ
ン
上
で
人
間
が

操
作
し
て
行
う
定
型
作
業

に
つ
い
て
、
予
め
手
順
を

定
義
し
て
お
く
こ
と
で
、

そ
れ
に
沿
っ
た
作
業
を
自

動
で
実
行
す
る
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
。

　

会
話
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
行
う
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
Ａ

Ｉ
（
人
工
知
能
）
を
組
み

合
わ
せ
、
学
習
機
能
を
備

え
た
も
の
の
こ
と
で
、
予

め
決
め
ら
れ
た
定
型
的
な

や
り
取
り
だ
け
で
な
く
、

言
葉
を
解
釈
し
て
返
答
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

Ｒ
Ｐ
Ａ

（
ロ
ボ
テ
ィ
ッ
ク
・

プ
ロ
セ
ス
・
オ
ー

ト
メ
ー
シ
ョ
ン
）

Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト

　

書
類
や
帳
票
の
文
字
読

取
を
行
い
、
デ
ー
タ
化
す

る
Ａ
Ｉ
技
術
を
使
っ
た
Ｏ

Ｃ
Ｒ
サ
ー
ビ
ス
。

　

子
育
て
や
介
護
な
ど
の

行
政
手
続
が
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
で
で
き
た
り
、
行
政
機

関
か
ら
の
お
知
ら
せ
を
確

認
で
き
る
、
国
が
運
営
す

る
オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
。

Ａ
Ｉ
―
Ｏ
Ｃ
Ｒ

（
エ
ー
ア
イ
・
オ
ー

シ
ー
ア
ー
ル
）

マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル

　

窓
口
業
務
効
率
化
に
つ
い
て

　
　
非
接
触
型
の
住
民
サ
ー
ビ
ス
を

　
　
　
　
　
　
　
　
坂
本
　
夏
樹 
議
員
（
令
和
の
会
）

全
て
の
町
民
が
健
康
で
元

気
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
食

育
・
地
産
地
消
や
食
品
ロ

ス
削
減
に
向
け
た
取
組
み

を
推
進
し
、
生
産
者
と
消

費
者
と
の
相
互
理
解
が
図

ら
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。

5 令和2年（2020年）7月22日発行
おとふけ議会だより第199号



福
地
教
育
長
＝
①
別
表
１

参
照
。

小
野
町
長
＝
②
町
内
に
在

住
す
る
高
校
生
の
進
学
率

に
つ
い
て
は
、
数
字
を
持

ち
合
わ
せ
て
な
い
た
め
、

音
更
高
校
卒
業
後
の
進
学

率
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
。

別
表
２
参
照
③
令
和
２
年

４
月
、
国
の
授
業
料
等
減

免
制
度
の
創
設
と
給
付
型

奨
学
金
の
支
給
の
拡
充
が

行
わ
れ
た
。
現
状
で
は
、

独
自
に
給
付
型
奨
学
金
を

創
設
す
る
考
え
は
な
い
が
、

引
き
続
き
国
の
制
度
を
充

実
し
て
い
く
よ
う
、
期
成

会
を
通
じ
て
要
請
し
て
い

く
。

国
の
制
度
充
実
を

　
　

引
き
続
き
要
望

質
問
＝
日
本
の
大
学
は
学

費
が
高
く
、
し
か
も
奨
学

金
を
借
り
な
け
れ
ば
進
学

で
き
な
い
学
生
が
増
え
て

い
る
。
２
人
に
１
人
が
奨

学
金
を
受
け
、
返
済
に
困

る
方
も
多
い
。
本
町
に
は

高
校
生
に
対
す
る
給
付
型

奨
学
資
金
は
あ
る
が
、
学

び
を
保
障
す
る
た
め
に
も
、

さ
ら
に
拡
大
・
拡
充
が
必

要
で
あ
る
。
①
過
去
５
年

間
の
町
の
奨
学
資
金
の
申

請
数
と
支
給
人
数
は
②
町

内
在
住
の
高
校
生
の
卒
業

後
の
進
学
率
は
③
町
外
の

大
学
・
短
大
等
へ
進
学
す

る
学
生
に
対
す
る
給
付
型

奨
学
金
を
創
設
す
る
考
え

は
。

　

給
付
型
奨
学
金
の
拡
大
を

　
　
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
保
障

　
　
　
　
　
　
　
石
垣
加
奈
子 

議
員
（
日
本
共
産
党
）

新鮮な地場産野菜が大盛況（おはよう青空市）

質
問
＝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受

け
、
雇
用
情
勢
が
悪
化
し

て
い
る
。
全
国
の
有
効
求

人
倍
率
が
低
水
準
に
陥
り
、

完
全
失
業
者
数
も
大
幅
に

増
加
し
今
後
も
雇
用
が
悪

化
す
る
と
の
懸
念
の
声
が

出
て
い
る
。
更
に
、
新
卒

学
生
の
第
２
就
職
氷
河
期

が
到
来
す
る
指
摘
も
あ
る
。

今
後
の
町
の
雇
用
対
策
に

つ
い
て
問
う
。
①
町
内
企

業
の
休
業
者
、
失
業
者
の

　

雇
用
の
支
援
で
経
済
守
れ

　
　
第
２
就
職
氷
河
期
へ
の
対
策
を

　
　
　
　
　
　
　
　
小
澤
　
直
輝 

議
員
（
令
和
の
会
）

役場前の花壇を整備（音更高校職員と町職員）

年 申請数 支給人数
H27 190 111
H28 241 112
H29 234 108
H30 228 107
R1 206 103

年 大学等へ進学率
H27 61.8
H28 54.9
H29 63.0
H30 55.8
R1 63.8

※別表１
奨学資金の申請数と支給人数（人）

※別表２
音更高校卒業生の進学率（％）
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小
野
町
長
＝
先
天
性
難
聴

は
新
生
児
聴
覚
検
査
を
き

っ
か
け
に
診
断
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
新
生
児
期
に

受
検
す
る
こ
と
は
、
難
聴

の
早
期
発
見
・
早
期
療
育

に
極
め
て
重
要
か
つ
有
効

で
あ
る
と
認
識
し
て
お
り
、

過
去
４
年
間
の
聴
覚
検
査

実
施
率
は
、
い
ず
れ
も
99

％
を
上
回
っ
て
い
る
。
検

査
費
用
の
公
費
負
担
に
つ

い
て
は
、
検
査
を
実
施
す

る
体
制
は
確
立
さ
れ
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い

ま
だ
、
全
て
の
新
生
児
が

受
検
し
て
い
な
い
状
況
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者

個
々
が
必
要
性
の
判
断
を

す
る
こ
と
な
く
受
検
で
き

る
よ
う
今
後
、
前
向
き
に

検
討
を
進
め
て
い
く
。

を
希
望
す
る
生
徒
や
学
生

と
採
用
予
定
の
あ
る
町
内

事
業
者
を
対
象
に
、
企
業

説
明
会
を
開
催
す
る
な
ど

の
就
職
支
援
を
検
討
③
町

内
事
業
所
な
ど
か
ら
採
用

支
援
を
求
め
る
要
望
は
な

い
こ
と
か
ら
考
え
て
は
い

な
い
④
本
町
は
単
独
で
の

事
業
要
件
を
満
た
し
て
い

な
い
。
複
数
の
市
町
村
が

共
同
で
要
件
を
満
た
せ
ば
、

事
業
参
加
は
可
能
だ
が
本

町
が
主
体
の
協
議
会
を
設

置
す
る
考
え
は
な
い
。

新
生
児
聴
覚
検
査

　

公
費
負
担
を
検
討

　

持
続
化
給
付
申
請
の
対
応
は

　
　
事
業
者
の
支
援
体
制
の
充
実
を

　
　
　
　
　
　
新
村
　
裕
司
　
議
員
（
公
正
ク
ラ
ブ
）

　

先
天
性
難
聴
の
早
期
発
見

　
　
新
生
児
聴
覚
検
査
費
の
助
成
を

　
　
　
　
　
　
　
　
不
破
　
尚
美
　
議
員
（
新
緑
会
）

待ってたオープン（パークゴルフシーズン券販売）

質
問
＝
新
型
コ
ロ
ナ
に
関

わ
る
経
済
対
策
に
つ
い
て

２
点
伺
う
。
①
オ
ン
ラ
イ

質
問
＝
先
天
性
難
聴
は
、

他
の
先
天
性
疾
患
に
比
べ

て
高
い
発
生
頻
度
と
な
っ

て
お
り
１
０
０
０
人
に
１

～
２
人
に
起
こ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
い
る
。
新
生
児

聴
覚
検
査
は
、
出
産
し
た

医
療
機
関
で
入
院
中
に
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
赤

ち
ゃ
ん
の
難
聴
を
早
期
発

見
し
、
障
が
い
に
よ
る
影

響
が
最
小
限
に
抑
え
ら
れ
、

大
変
有
効
な
検
査
で
あ
る

が
、
検
査
費
用
は
全
額
自

己
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

少
子
化
傾
向
の
中
で
、
子

育
て
世
代
へ
支
援
の
充
実

を
図
る
た
め
に
も
検
査
費

用
を
助
成
す
べ
き
だ
と
思

う
が
、
町
の
見
解
を
伺
う
。

ン
申
請
が
基
本
と
な
る
国

の
持
続
化
給
付
金
は
パ
ソ

コ
ン
等
の
扱
い
が
苦
手
で

申
請
に
不
安
を
感
じ
て
い

る
方
も
い
る
。
公
設
の
サ

ポ
ー
ト
会
場
以
外
に
も
町

独
自
の
支
援
体
制
の
拡
充

が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る

数
は
②
町
内
の
高
等
学
校
、

短
大
へ
の
就
職
支
援
は
③

採
用
支
援
を
行
う
地
域
お

こ
し
協
力
隊
を
配
置
す
る

考
え
は
④
地
域
雇
用
創
造

協
議
会
設
置
の
考
え
は
。

が
町
の
対
応
は
②
こ
れ
か

ら
収
穫
時
期
を
迎
え
る
農

業
に
と
っ
て
労
働
力
の
確

保
が
懸
念
さ
れ
る
。
一
方

で
飲
食
業
や
サ
ー
ビ
ス
業

等
は
今
後
も
仕
事
は
減
る

傾
向
が
続
く
と
思
わ
れ
る
。

雇
用
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
関

小
野
町
長
＝
①
町
内
の
休

業
者
、
失
業
者
の
数
は
正

確
に
把
握
し
て
い
な
い
が
、

道
内
で
は
少
な
く
と
も
計

６
７
３
人
が
解
雇
、
３
万

２
３
６
１
人
が
休
職
な
ど

の
影
響
を
受
け
た
②
就
職

企
業
説
明
会
な
ど

　

就
職
支
援
の
検
討
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小
野
町
長
＝
①
浸
水
想
定

区
域
内
の
公
営
住
宅
戸
数

は
83
戸
。
現
在
建
設
中
の

柳
町
団
地
は
、
当
初
の
計

画
を
見
直
し
、
早
期
の
立

退
き
避
難
が
必
要
な
エ
リ

ア
の
建
設
を
取
り
や
め
た

②
来
年
度
か
ら
の
事
業
化

を
目
指
し
検
討
③
教
職
員

住
宅
と
し
て
利
用
さ
れ
て

い
た
施
設
を
活
用
し
、
町

営
住
宅
と
し
て
管
理
。
可

能
な
範
囲
で
改
善
等
を
行

う
④
桜
が
丘
第
２
団
地

（
仮
称
）
の
建
設
と
柏
寿

台
団
地
の
建
替
え
を
予
定
。

こ
れ
に
よ
り
既
存
の
柏
寿

台
団
地
、
桜
が
丘
町
営
住

宅
団
地
、
北
陽
台
団
地
及

び
北
明
町
営
住
宅
団
地
を

集
約
し
て
い
く
計
画
。

適
切
な
管
理

　

安
定
的
な
供
給

質
問
＝
町
の
公
営
住
宅
は
、

全
体
の
３
分
の
１
の
戸
数

が
耐
用
年
限
を
超
過
し
老

朽
化
し
て
い
る
た
め
、
現

在
、
計
画
的
に
建
替
え
を

進
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

自
然
災
害
の
際
に
住
宅
内

に
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
地

域
の
建
替
え
や
、
民
間
賃

貸
借
上
げ
に
よ
る
公
営
住

宅
の
確
保
な
ど
、
直
面
し

て
い
る
課
題
が
あ
る
。
今

後
の
整
備
の
考
え
を
伺
う
。

①
浸
水
想
定
区
域
内
の
公

営
住
宅
戸
数
と
建
替
え
計

画
の
変
更
は
②
民
間
賃
貸

住
宅
の
借
上
げ
計
画
は
③

町
営
住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
機
能
の
整
備
は
④
今
後

の
団
地
の
整
備
計
画
は
。

　

公
営
住
宅
の
整
備
と
課
題

　
　
民
間
賃
貸
住
宅
の
借
上
げ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
川
　
光
雄 

議
員
（
新
緑
会
）

建設中の柳町公営住宅

おいしいものを食べよう
（おとふけ飲食店応援クーポン券受付）

質
問
＝
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
は
世
界
中
で

猛
威
を
振
る
い
収
束
す
る

気
配
は
な
い
。
そ
の
影
響

に
よ
り
、
日
本
経
済
は
急

速
に
危
機
的
状
況
に
近
づ

い
て
い
る
。
い
か
に
町
民

の
生
命
・
財
産
を
守
る
か
、

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

　
  

感
染
抑
制
と
経
済
活
動
の
両
立
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
阿
部
　
秀
一 

議
員
（
創
成
会
）

小
野
町
長
＝
①
町
と
商
工

会
で
は
事
業
者
か
ら
の
相

談
な
ど
に
は
丁
寧
か
つ
分

か
り
や
す
く
対
応
し
て
い

る
が
、
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

が
で
き
な
い
と
い
う
方
に

は
、
帯
広
市
の
申
請
サ
ポ

ー
ト
会
場
の
利
用
を
お
願

い
し
て
い
る
。
６
月
８
日

か
ら
は
、
商
工
会
で
も
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
の
支
援
を

開
始
し
た
こ
と
か
ら
、
町

独
自
の
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

の
支
援
窓
口
を
開
設
す
る

予
定
は
な
い
②
農
繁
期
は

労
働
力
が
不
足
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
休
業
中
の
観

光
業
従
業
員
等
が
一
時
的

に
農
業
現
場
に
従
事
す
る

こ
と
の
意
向
調
査
を
行
っ

た
が
、
雇
用
を
希
望
す
る

人
は
い
な
か
っ
た
。
今
後

も
関
係
機
関
と
連
携
し
、

農
業
労
働
力
の
確
保
は
も

と
よ
り
、
町
民
の
雇
用
促

進
に
向
け
て
取
り
組
ん
で

い
く
。

丁
寧
な
相
談
で
支
援

雇
用
の
促
進

し
て
町
に
出
来
る
こ
と
は
。
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質
問
＝
全
国
知
事
会
や
町

村
会
は
、
医
療
保
険
間
の

公
平
と
子
育
て
支
援
の
観

点
か
ら
子
ど
も
に
係
る
均

等
割
保
険
税
軽
減
措
置
の

導
入
に
つ
い
て
要
望
を
続

け
て
い
る
。
国
民
健
康
保

険
制
度
だ
け
に
あ
る
子
ど

も
の
均
等
割
の
軽
減
に
つ

い
て
、
本
町
で
の
必
要
額

や
考
え
を
伺
う
。
ま
た
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
る
国
保

税
等
の
減
免
、
今
年
度
の

国
保
税
の
算
定
に
つ
い
て

は
。
さ
ら
に
、
３
年
ご
と

に
見
直
さ
れ
る
国
保
運
営

方
針
の
見
通
し
と
影
響
は
。

　

国
保
子
ど
も
均
等
割
廃
止
を

　
　
保
険
間
の
公
平
と
子
育
て
支
援

　
　
　
　
　
　
　
山
川
　
秀
正
議
員
（
日
本
共
産
党
）

の
経
済
対
策
と
し
て
「
音

更
町
中
小
企
業
者
等
事
業

継
続
支
援
給
付
金
事
業
」

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
経

済
的
に
困
窮
し
、
生
活
を

維
持
す
る
こ
と
が
困
難
な

方
に
は
、
就
労
等
の
支
援

な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携

し
な
が
ら
、
子
育
て
支
援

を
含
め
た
包
括
的
な
支
援

を
す
る
。

福
地
教
育
長
＝
③
誰
も
が

経
験
し
た
こ
と
の
な
い
生

活
環
境
の
変
化
に
、
子
ど

も
た
ち
へ
の
影
響
も
大
き

か
っ
た
も
の
と
認
識
。
子

ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
学

ぶ
こ
と
の
で
き
る
教
育
環

境
の
整
備
に
努
め
る
。

小
野
町
長
＝
子
ど
も
に
係

る
均
等
割
を
廃
止
し
た
場

合
の
費
用
は
、
１
４
２
７

万
７
千
円
。
独
自
の
減
免

制
度
の
創
設
は
、
道
内
被

保
険
者
間
の
負
担
の
公
平

な
ど
か
ら
も
行
う
べ
き
で

は
な
く
、
国
の
制
度
設
計

の
中
で
検
討
す
べ
き
。
令

和
２
年
度
国
保
税
の
税
率

に
つ
い
て
は
据
え
置
く
。

課
税
限
度
額
は
引
き
上
げ

と
な
る
が
、
軽
減
措
置
に

つ
い
て
は
軽
減
基
準
の
拡

充
が
さ
れ
る
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
っ
て
著
し
く
収
入

減
と
な
っ
た
場
合
、
申
請

に
よ
り
減
免
を
行
う
。
国

保
運
営
方
針
の
見
直
し
は
、

市
町
村
の
医
療
費
水
準
や

収
納
率
に
影
響
さ
れ
な
い

統
一
保
険
税
率
を
目
指
す

も
の
で
、
本
町
の
納
付
金

は
増
加
し
て
い
く
と
考
え

る
。

限
度
額
引
き
上
げ

　

軽
減
基
準
は
拡
大

久しぶりに友達に会えるよ（分散登校）

ナイスショット！！パークゴルフで健康増進

知
恵
を
振
り
絞
り
、
感
染

対
策
と
経
済
活
動
の
両
立

を
成
し
遂
げ
る
か
町
の
見

解
を
問
う
。
①
中
小
企
業

の
法
人
住
民
税
の
減
税
は

②
中
小
企
業
へ
の
給
付
、

子
育
て
支
援
、
生
活
困
窮

者
等
弱
者
救
済
対
策
は
③

学
校
休
校
等
に
よ
る
子
ど

も
た
ち
の
学
習
や
体
力
、

ス
マ
ホ
依
存
等
へ
の
影
響

と
そ
の
対
策
は
。

小
野
町
長
＝
①
財
政
運
営

に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か

ら
、
減
税
措
置
を
と
る
こ

と
は
難
し
い
②
本
町
独
自

様
々
な
経
済
対
策

教
育
環
境
の
整
備
も

会議の日程は、新聞、町のホームページ
に掲載されますが、詳しくは議会事務局
までお問い合わせください。

問合先  議会事務局

ホームページアドレス
http://www.town.otofuke.hokkaido.jp

0155－42－2111
（内 252・253）

議会は公開しています。
いつでも傍聴できます。

9月定例会（予定） 9 ₁₀ 開会開会月 　日  
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短大生に語りかける 故 榎本基副議長

　

今
年
も
半
年
が
過
ぎ
、

折
り
返
し
点
と
な
っ
た
７

月
１
日
早
朝
、
私
の
所
に

と
て
も
残
念
な
知
ら
せ
が

入
り
ま
し
た
。
榎
本
基
副

議
長
が
逝
去
さ
れ
た
旨
の

奥
様
か
ら
の
電
話
で
し
た
。

長
く
会
派
の
同
士
と
し
て

活
動
さ
せ
て
頂
き
、
教
え

を
請
う
て
来
た
先
輩
議
員

の
悲
報
に
は
、
断
腸
の
思

い
で
あ
り
、
無
念
で
も
あ

り
ま
す
。

　

過
去
の
慣
例
に
よ
り
ま

す
と
、
現
役
議
員
の
死
去

の
際
は
、
議
会
と
し
て
同

期
の
議
員
が
故
人
に
追
悼

の
言
葉
を
捧
げ
る
事
に
な

っ
て
お
り
ま
す
が
、
故
人

の
同
期
の
方
は
既
に
引
退

さ
れ
、
お
り
ま
せ
ん
の
で
、

不
肖
、
会
派
代
表
の
私
が
、

追
悼
の
言
葉
を
捧
げ
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

　

榎
本
さ
ん
は
幕
別
町
の

出
身
で
、
す
ぐ
隣
の
家
は

前
札
幌
市
長
、
上
田
文
雄

氏
の
実
家
で
幼
馴
染
み
と

の
事
。
お
父
様
は
幕
別
町

の
助
役
で
し
た
。
以
前
、

当
時
の
部
下
の
方
か
ら
話

を
聞
い
た
事
が
あ
り
ま
し

た
が
、
部
下
思
い
で
、
宿

直
を
し
て
い
る
と
差
し
入

れ
を
持
っ
て
訪
れ
、
職
員

の
話
に
耳
を
傾
け
て
く
れ

た
方
だ
っ
た
と
の
事
。
そ

の
血
を
引
く
榎
本
さ
ん
は
、

昭
和
44
年
、
学
校
事
務
職

員
と
し
て
奉
職
さ
れ
ま
し

た
。
飄

ひ
ょ
う
ひ
ょ
う々と

し
た
表
情
が

安
心
で
き
る
た
め
か
、
同

僚
の
教
職
員
か
ら
は
色
々

な
相
談
を
う
け
、
子
ど
も

達
の
面
倒
見
も
良
く
、
野

球
部
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部

等
の
顧
問
を
務
め
ら
れ
ま

し
た
。
全
国
レ
ベ
ル
に
な

っ
た
音
更
中
学
校
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
部
の
教
え
子
が
、

雄
飛
が
丘
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

場
で
の
合
宿
中
に
は
、
差

し
入
れ
の
希
望
を
聞
き
、

希
望
の
あ
っ
た
ま
だ
旬
で

は
な
い
ス
イ
カ
を
私
が
買

い
に
走
ら
さ
れ
た
事
も
あ

り
ま
し
た
。
と
て
も
心
優

し
き
、
憎
め
な
い
人
で
し

た
。

　

定
年
を
前
に
退
職
し
、

周
囲
の
後
押
し
も
あ
り
、

平
成
19
年
の
音
更
町
議
会

議
員
選
挙
に
見
事
当
選
さ

れ
、
現
在
は
４
期
目
で
あ

り
ま
し
た
。
経
済
建
設
常

任
委
員
会
副
委
員
長
、
議

会
運
営
委
員
会
委
員
長
等

の
要
職
を
務
め
、
平
成
31

年
１
月
か
ら
は
副
議
長
を

務
め
て
お
り
、
豊
か
な
見

識
で
見
事
な
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮
さ
れ
、
４
期

14
年
間
の
長
き
に
わ
た
り

町
政
に
参
画
さ
れ
、
地
方

自
治
の
進
展
と
町
民
福
祉

の
向
上
の
た
め
、
全
身
全

霊
を
持
っ
て
取
り
組
ん
で

頂
き
ま
し
た
。
現
在
も
、

人
口
減
少
社
会
に
向
か
う

中
、
第
６
期
総
合
計
画
等

調
査
特
別
委
員
会
の
委
員

長
と
し
て
、
誰
も
が
住
み

良
い
町
を
実
現
す
る
た
め

の
調
査
に
当
た
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
実
直
な
お
人
柄

は
議
会
運
営
の
要
と
し
て

大
き
な
信
望
を
集
め
て
お

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
、
榎
本
さ
ん

が
気
に
か
け
て
い
た
子
育

て
環
境
や
教
育
環
境
、
高

齢
者
福
祉
の
充
実
な
ど
、

数
々
の
難
問
を
解
決
す
る

た
め
に
は
、
ま
だ
ま
だ
沢

山
の
お
知
恵
を
借
り
る
必

要
が
あ
っ
た
の
に
、
残
念

で
な
り
ま
せ
ん
。
私
達
は

榎
本
さ
ん
の
尊
い
御
遺
志

を
継
承
す
べ
く
、
誠
心
誠

意
、
地
域
社
会
の
発
展
に

努
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

榎
本
さ
ん
。
こ
よ
な
く

愛
さ
れ
た
御
家
族
と
同
様

に
、
音
更
町
を
温
か
く
見

守
っ
て
頂
き
ま
す
よ
う
お

願
い
し
、
心
か
ら
安
ら
か

な
る
御
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

故 榎本基副議長

　

町
議
会
副
議
長
榎
本
基
氏
が
、
７
月
１
日
、
胆
管
が
ん
の
た
め
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

３
日
に
は
榎
本
家
、
音
更
町
議
会
議
員
会
の
合
同
葬
を
も
っ
て
葬
儀
が
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。
享
年
73
歳
。
合
同
葬
に
は
、
多
く
の
参
列
者
が
集
ま
り
、
故
人
を
偲
び
ま
し
た
。

新
緑
会
代
表
　
堀
江
　
美
夫

榎
本
副
議
長
を
偲
ん
で

榎
本
基
副
議
長
逝
去
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請
願
・
陳
情
の
審
査
結
果

区　

分

件　
　
　
　

名

提　
　

出　
　

者

審
査
委
員
会

結

果

陳　

情

第
２
号

音
更
町
開
町
１
２
０
年
記
念
事
業
に
お
い

て
、町
の
鳥
と
し
て
カ
ワ
ア
イ
サ
（
河
秋
沙
）

の
制
定
を
求
め
る
件

千
畳
敷
自
然
を
守
る
会

会
長　

山　

西　

信　

一

総
務
文
教

常
任
委
員
会

一

部

採

択

陳　

情

第
３
号

農
業
者
の
自
家
増
殖
を
原
則
禁
止
と
す
る

種
苗
法
改
定
に
反
対
す
る
件

音
更
町
農
民
組
合

書
記
長　

大　

浦　

正　

志

経
済
建
設

常
任
委
員
会

継

続

審

査

みんなそろって音更川へ（カワアイサのひな）

新型コロナウイルス感染症対策に関する件

　新型コロナウイルス感染症は、多くの方々が罹患し尊い命
が失われるなど、かつて経験したことのない厳しい状況が続
いており、住民の不安や負担はますます増大している。
　さらに、感染症の拡大防止に向けた外出や各種イベントの
自粛要請等に伴う消費の落ち込みや、国内外からの観光客の
大幅な減少などは、地域における住民の暮らしや経済活動
はもとより、経済全体に深刻な影響を及ぼしている。
　こうした中、本町では、住民の安全・安心を確保し、暮らし
への影響を最小限とするため、感染症の拡大防止や落ち込
んだ地域経済の回復を図るべく、関係機関と連携をしなが
ら、地域における最善の方法を選択し全力を挙げて様々な
取り組みを進めている。
　よって、国におかれては国民の命と健康を守るため、引き
続き、感染症を早期に終息させるための徹底した対策を実施
するとともに、地域経済や住民生活への甚大な影響を踏ま
え、中小企業・小規模事業者や農林漁業者などの経営の継続
と、地域住民が安定した日常生活を送ることができるよう、
次に掲げる事項を一刻も早く実現することを強く求める。

１�　徹底した感染症対策による新型コロナウイルス感染症
の早期終息

２�　新型コロナウイルス感染症発生時に、検査体制を含め徹
底した感染拡大防止策

３　医療提供体制の整備と治療薬等の開発促進

４　地方自治体の地域振興策等への万全な財政措置

５　「新しい生活様式」を実践するための各種財政支援

国へ を提出しました要望意見書

　

毎
回
、
議
会
が
行
わ
れ

る
た
び
に
大
量
の
紙
資
料

が
使
用
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
が
、
今
後
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
等
の
端
末
を
導
入
し
て
、

紙
の
削
減
に
議
会
と
し
て

素
早
く
取
り
組
ん
で
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

現
在
、
新
型
コ
ロ
ナ
等

の
感
染
症
対
策
に
お
い
て
、

テ
レ
ワ
ー
ク
の
普
及
が
進

ん
で
い
ま
す
が
、
議
会
に

お
い
て
も
例
え
ば
リ
モ
ー

ト
議
会
等
、
対
策
を
考
え

て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

　

私
の
両
親
は
、
70
歳
を

過
ぎ
て
か
ら
、
ス
マ
ホ
を

購
入
し
パ
ソ
コ
ン
教
室
に

通
い
、
現
在
は
通
信
教
育

で
学
ん
で
い
ま
す
が
、
時

代
に
合
っ
た
取
組
み
を
議

会
に
は
期
待
し
た
い
で
す
。

Ｈ
・
Ｏ
さ
ん　

（
南
鈴
蘭
）

紙
の
削
減
に
つ
い
て

議
会
に
ひ
と
こ
と
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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
遅
れ

て
い
た
プ
ロ
野
球
が
開
幕
。

球
音
は
響
く
が
、
観
客
の

声
は
無
い
。
３
月
の
相
撲
、

春
場
所
も
無
観
客
で
力
士

に
掛
け
る
声
援
も
無
い
。

ど
ち
ら
も
何
か
物
足
ら
な

い
。
精
一
杯
頑
張
っ
て
い

る
選
手
、
力
士
達
も
声
援

の
後
押
し
で
、
よ
り
以
上

実
力
を
発
揮
す
る
も
の
で

は
と
想
像
し
ま
す
。「
議
会

だ
よ
り
」
は
町
民
ア
ン
ケ

ー
ト
で
も
、
８
割
強
の
方

が
何
ら
か
の
形
で
見
て
頂

い
て
い
る
と
の
事
。
編
集

委
員
の
力
に
な
っ
て
い
ま

す
。
沢
山
の
方
に
読
ん
で

頂
き
、
ご
意
見
を
頂
く
。

応
援
し
て
下
さ
る
事
が
紙

面
の
充
実
に
な
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
議
会
モ
ニ
タ

ー
様
等
か
ら
の
貴
重
な
提

言
を
も
と
に
、
表
紙
や
字

数
等
を
見
易
く
な
る
様
改

善
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
、
皆
様
の
応
援
を
背
に
、

議
会
の
動
き
を
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

　

編
集
委
員　

堀
江
美
夫

距離を取り議論（委員会風景）

新型コロナウイルス感染症対策
＝ 町民の安全・安心と地域経済の回復を ＝

議
会
の
取
り
組
み

要
望
意
見
書
の
提
出

議
会
費
の
一
部
を
返
納

牛
乳
券
購
入
で
消
費
喚
起

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
か
つ
て
経
験
し

た
こ
と
の
な
い
厳
し
い
状

況
が
続
い
て
お
り
、
住
民

の
不
安
や
負
担
は
ま
す
ま

す
増
大
し
て
い
ま
す
。
本

町
経
済
の
状
況
も
心
配
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
町

民
の
皆
さ
ま
か
ら
は
不
安

な
声
も
多
数
伺
っ
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
情
勢

を
踏
ま
え
、
音
更
町
議
会

は
国
へ
の
意
見
書
提
出
や

議
員
自
ら
が
感
染
を
拡
大

す
る
原
因
と
な
ら
な
い
よ

う
各
種
対
策
を
行
い
ま
し

た
。

　

令
和
２
年
度
予
算
の
う

ち
議
会
費
の
一
部
を
返
納
、

減
額
す
る
こ
と
で
、
町
独

自
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
の
財
源
の

一
部
に
充
当
し
て
も
ら
う

こ
と
と
し
ま
し
た
。
政
務

活
動
費
の
一
部
は
議
会
活

動
の
た
め
に
使
用
す
る
が
、

50
％
以
上
を
返
納
。
ま
た
、

調
査
旅
費
等
の
一
部
を
減

　

５
月
15
日
現
在
、
学
校

給
食
の
牛
乳
の
供
給
が
停

止
し
て
い
る
状
況
や
音
更

に
よ
つ
葉
乳
業
株
式
会
社

の
工
場
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

議
員
会
と
し
て
少
し
で
も

支
援
で
き
れ
ば
と
の
考
え

の
も
と
、「
牛
乳
贈
答
券
」

20
万
円
分
を
購
入
し
ま
し

た
。

額
補
正
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、

議
会
費
の
予
算
か
ら
約
２

３
０
万
円
を
削
減
し
、
町

独
自
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
の
一
部
に
充
て
て
も

ら
う
よ
う
求
め
る
も
の
で

す
。

　

令
和
２
年
６
月
19
日
、

内
閣
総
理
大
臣
、
衆
参
両

院
議
長
等
に
対
し
、
町
民

の
安
全
・
安
心
を
確
保
し
、

落
ち
込
ん
だ
地
域
経
済
の

回
復
を
図
り
、
安
定
し
た

日
常
生
活
が
送
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
に
関
す
る
要
望
意
見

書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。

　

①
議
員
・
職
員
に
対
し

て
は
議
場
入
口
に
ア
ル
コ

ー
ル
消
毒
液
で
手
指
の
消

毒
を
使
用
す
る
ほ
か
、
手

洗
い
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
な

ど
基
本
的
な
感
染
症
対
策

を
徹
底
す
る
と
と
も
に
、

「
密
閉
」「
密
集
」「
密
接
」

の
３
つ
の
密
を
避
け
る
も

の
と
す
る
。

　

②
現
状
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
経
路
は

飛
沫
感
染
、
接
触
感
染
と

考
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、

会
議
出
席
中
は
マ
ス
ク
着

用
と
す
る
。

　

③
傍
聴
者
に
対
し
て
は
、

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の
啓
発
を

行
う
と
と
も
に
、
ア
ル
コ

ー
ル
消
毒
液
の
積
極
的
な

使
用
を
呼
び
か
け
る
も
の

と
す
る
。

　

④
本
会
議
や
委
員
会
の

休
憩
の
区
切
り
を
短
く
す

る
と
と
も
に
、
休
憩
時
に

は
、
で
き
る
限
り
窓
や
扉

を
開
け
て
換
気
を
行
う
も

の
と
す
る
。

　

⑤
飛
沫
感
染
防
止
の
た

め
、
当
面
の
間
、
議
場
の

議
席
の
間
隔
を
離
し
て
対

応
す
る
も
の
と
す
る
。

申
し
合
わ
せ
の
決
定

12令和2年（2020年）7月22日発行
おとふけ議会だより第199号


